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～子どもも大人も一緒に学校づくり地域づくり～

５年生「自然体験教室」
６月１２日～１３日、５年生が「自然体験教室」に行ってきました。
出発前に校長先生からから出された、キーワードは、「実行」「協力」「友情」でした。
雨も降りましたが、子どもたちはできる活動の中で、力をつけていってくれたと考えています。

５年 「みんなで協力することのよさ」
ロープワークでわからない時に、みんなで教え合ったり、ウォークラリーで道をどうするか

まよった時に話し合ったりと、協力しながら活動しました。みんなで協力することでどの活動
もみんなで楽しむことができました。これからの活動も、みんなで協力することを大切にして、
楽しくがんばりたいです。

５年 「自然のイベント」
自然体験教室では、さまざまなイベントがありました。カッターはできなかったけど、ロー

プワークで色々な結び方を学びました。ウォークラリーでは、班のみんなで考えて得点を競い
合いました。とてもいい2日間でした。今回学んだことを、これからの生活に活かしていきたい
です。

５年 「自然体験教室であったこと」
ぼくが自然体験教室で楽しかったことは、ロープワークです。わけは連続結びやもやい結び

など、楽しい結び方があり、みんなと協力して取り組むことができたからです。この2日間で学
んだことは、公共の場のルールとマナーです。教頭先生に言われた５分前行動、しずかに歩き、
あいさつをすることを考えて、３つを守り行動しました。自然体験教室を通して、たくさんの
ことを学べたので、これからの生活に生かしていきたいです。

５年 「深まった友情」
自然体験教室に行く前も協力できるクラスだったけど、行った後は、より友情が深まり、

一つにまとまったと思いました。ロープワークでは、人を助けられる結び方を教わったし、
ウォークラリーでは、何度か道にまよったけど班で協力して、最後はみんなで一緒にゴールで
きました。協力することが続けられるようになったと思いました。

５年 「笑顔いっぱい自然体験教室」
自然体験教室に行く前は少し不安や心配を感じていました。

けれど、自然体験教室に行ってからロープワークやウォーク
ラリーを体験しながら友だちとの友情やクラスのみんなの
思いやりがどんどん育まれているような気がして、
家に帰ってから笑顔になれました。

５年担任 古川 愛伽音 先生 「可愛い子には 旅をさせよ」
「自分が、自分で、自分から」のスローガンを掲げ実施した自然体験教室
を無事に終了することができました。子どもたちは、今回の活動を通して
多くのことに気づき、学ぶとともに、仲間とのかけがえのない思い出をつくることができたようです。昔から
「可愛い子には旅をさせよ」と言います。少し短いですが、今回、子どもたちにしてみれば立派な「旅」だっ
たと思います。私自身もよい自然体験教室を経験させてもらいました。ありがとうございました。



波多江交番連絡会…気をつけよう！命を守ろう！

ソフトボール「ロッキーズ（メンバー）」全国大会出場！

糸島市ロッキーズは波多江小を本拠地とするソフトボールチームです。
この度、糸島ロッキーズと下山門エンジェルスの合同チーム、「糸島エンジェルス」が県大会で実績を
残し、福井県で行われる全国大会に出場が決まりました！
全国大会を前にインタビューにこたえてくれました。全国大会での健闘を期待しています！！

◇ ６年生
「守備で高いボールでもしっかりとキャッチし、県大会以上に活躍できるようにがんばり

たいです！」

◇ ６年生
「もっとチームにこうけんできるように、キャッチャーやバッティングをがんばっていき

たいです！」

◇ ６年生
「特に練習のときからバッティングにがんばりたい。大会ではホームランを打ちたいです！」

6月２５日に波多江交番連絡協議会が実施されました。
協議会では、糸島警察署から「刑法犯の発生状況」や「交通事故発生状況」の報告がありました。
また、「ニセ電話詐欺」に関する注意喚起の説明もありました。
保護者・地域の皆さんに小学校から、特に周知確認したいことは以下のポイントです。

【自転車盗】…市内で自転車盗が多発しています。御家庭での確認・注意をお願いします。
〇 自転車をはなれる場合は、短時間でもカギをかける。
〇 カゴに荷物等をおきっぱなしにしない。
〇 自転車のカギだけじゃなく、ワイヤー鍵や二重ロック等で自転車を守る。
〇 防犯登録を必ずおこなう。

【自転車事故】…自転車事故が多くなっています。学校でも指導していきます。
〇 ヘルメットをかぶる…ヘルメットをかぶっていたから頭を打たずにすんだという事案報告があります。
〇 交差点での出会いがしらの事故が8割をしめています。
〇 脇道からの飛び出しが接触事故につながっています。
〇 見通しが悪いところは特に気をつけましょう。
〇 御家庭でも、道路で一旦停止の標識を確認しておきましょう。
※お子様の事故でも、保障の問題等、保護者にかかってきます。

必ず！
とまる！

交通事故防止のため、職員間でも以下のことについて確認し
て安全運転を心がけています。①出張の際は時間に余裕を
もって出る。②抜け道や細い道は使わない。③交通ルール遵守
④学校出入口は特に気を付けて通ること。以上です。

子どもの写真は掲載しません。
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